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最初に、あて名のお子さんとご家族の状況についてうかがいます 

 

問１ お住まいの住所を町名で記入してください。（記入例：相原町、旭町１丁目） 

   （     ）  丁目  

 

問２ あて名のお子さんの生年月をご記入ください。 

平成   年   月 生まれ

 

問３ あて名のお子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。あて名のお子さんを含めた人数をご

記入ください。２人以上の場合、末のお子さんの生年月もご記入ください。 

きょうだい数  人 末子の生年月 平成   年   月生まれ

 
 

問４ この調 査票にご回答いただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係でお答えくだ

さい。（○は１つ） 

１ 母 親 ２ 父 親 ３ その他（     ）

 

問５ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（○は１つ） 

１ 配偶者がいる ２ 配偶者はいない 

 

問６ あて名のお子さんの子育てを主に行っているのはどなたですか。あて名のお子さんからみた関

係でお答えください。（○は１つ） 

１ 父母ともに 

２ 主に母親 

３ 主に父親 

４ 主に祖父母 

５ その他 

（         ）

 

 

子どもの育ちをめぐる環境についてうかがいます 

 

問７ あて名のお子さんの子育てに日常的に関わっている方はどなた（どこ）ですか。お子さんからみ

た関係でお答えください。（○はいくつでも） 

１ 母 親 

２ 父 親 

３ 祖父母 

４ 幼稚園 

５ 保育園 

６ 認定こども園 

７ その他 

（         ）

 

 

問８ 日頃、あて名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（○はいくつでも） 

１ 日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２ 緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３ 日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４ 緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる  （→問 8-2 へ進む）  

友人・知人がいる 

５ いずれもいない （→問 9 へ進む）  
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《問８で「１」または「２」とお答えの方にうかがいます》 

問 8-1 祖父母等の親族にお子さんをみてもらっていることをどのように感じていますか。 

（○はいくつでも） 

１ 祖父母等の親族に安心して子どもをみてもらえる 

２ 祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である 

３ 祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４ 自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５ 子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６ その他（                              ）

 

《問８で「３」または「４」とお答えの方にうかがいます》 

問 8-2 友人・知人にお子さんをみてもらっていることをどのように感じていますか。 

（○はいくつでも） 

１ 友人・知人に安心して子どもをみてもらえる 

２ 友人・知人の身体的負担が大きく心配である 

３ 友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４ 自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５ 子どもの教育や発育にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６ その他（                              ）

 

問９ あなたは、子育てについて気軽に相談できる人がいますか（または場所はありますか）。 

（○は１つ） 

１ いる/ある ２ いない/ない （→問 10 へ進む）  

 

《問９で「１ いる/ある」とお答えの方にうかがいます》 

問9-1 お子さんの子育てに関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。（○はいくつでも） 

１ 祖父母等の親族 

２ 友人や知人  

３ 近所の人 

４ 子ども家庭支援センター 

５ 地域子育てセンターや認可保育園 

６ 健康課や保健所 

７ 幼稚園  

８ 民生委員・児童委員 

９ かかりつけの医師  

10 その他（          ） 

※地域子育てセンターとは、育児についての相談を受け、子育てを支援しているところです。 

※健康課とは、保健師や助産師等の専門スタッフによる母子の健康に関する相談を受けている

部署です。 

 

問１０ 子育てをする上で、周囲からどのようなサポートがあればよいとお考えですか。ご自由にお書

きください。 
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あて名のお子さんの保護者の就労状況についてうかがいます 

 
問１１ あて名のお子さんの保護 者 の現在の就 労状 況（自 営業、家 族 従事 者 含む）をお答えくださ

い。また、併せて「→」の就労日数・時間等をご記入ください。 

 

（１）母親【父子家庭は記入不要】（○は１つ） 

１ フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

２ フルタイムで、現在産休・育休・介護休暇中 

３ パートタイム・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労） 

４ パートタイム・アルバイト等で、現在産休・育休・介護休暇中 

５ 以前は就労していたが、現在は就労していない 

６ これまでに就労したことがない 

 

①１週当たり平均就労日数  日    
     

②１日当たり平均就労時間   時間   
       

③家を出る時間   時  帰宅時間   時 ※24 時間制で記入 

 

（→問 13 へ進む） 

 

（２）父親【母子家庭は記入不要】（○は 1 つ） 

１ フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

２ フルタイムで、現在育休・介護休暇中 

３ パートタイム・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労） 

４ パートタイム・アルバイト等で、現在育休・介護休暇中 

５ 以前は就労していたが、現在は就労していない 

６ これまでに就労したことがない 

 

①１週当たり平均就労日数  日    
     

②一日当たり平均就労時間   時間   
       

③家を出る時間   時  帰宅時間   時 ※24 時間制で記入 

 

（→問 13 へ進む） 
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［問12は、問11の（１）または（２）で「３」「４」（パートタイム・アルバイト等で就労している）とお答えの

方にうかがいます。該当しない方は問13 へお進みください。］ 

 

問１２ フルタイムへの転換希望はありますか。 

（１）母親【父子家庭は記入不要】（○は１つ） 

１ フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、 

実現できる見込みがある 

２ フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３ パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望 

４ パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 
 

（２）父親【母子家庭は記入不要】（○は１つ） 

１ フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、 

実現できる見込みがある 

２ フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３ パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望 

４ パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

 

 

［問13は、問11 の（１）または（２）で「５ 以前は就労していたが、現在は就労していない」「６ これま

で就労したことがない」とお答えの方にうかがいます。該当しない方は問1４ へお進みください。］ 

 

問１３ 就労希望はありますか。また、   内に数字をご記入いただき、併せて「→」の質問にもお答

えください。 

（１）母親【父子家庭は記入不要】（○は１つ） 

１ 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２ すぐにでも、もしくは 1 年以内に就労したい 

３   年より先に就労したい 

 

①希望する就労形態に○ １ フルタイム（週５日程度、１日８時間程度就労）

 ２ パートトタイム・アルバイト等（「1」以外） 

 →週  日  １日当たり  時間 

 

（２）父親【母子家庭は記入不要】（○は１つ） 

１ 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２ すぐにでも、もしくは 1 年以内に就労したい 

３   年より先に就労したい 

 

①希望する就労形態に○ １ フルタイム（週５日程度、１日８時間程度就労）

 ２ パートトタイム・アルバイト等（「1」以外） 

 →週  日  １日当たり  時間 
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あて名のお子さんの平日の定期的な教育・保育事業の利用状況についてうかがいます 

 

※「定期的 な教育・保育事業」とは、月単位で定期的に利用している事業を指します。具体的には、

幼稚園や保育園など問14-1に示した事業が含まれます。 

 

問１４ あて名のお子さんは現在、幼稚園や保育園などの「定期的な教育・保育の事業」を利用して

いますか。（○は１つ） 

１ 利用している ２ 利用していない （→問 14-6 へ進む）  

 

《問14で「１ 利用している」とお答えの方にうかがいます》 

問14-1 あて名のお子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年間を通

じて「定期的に」利用している事業をお答えください。（○はいくつでも） 

１ 幼稚園 

（通常の就 園時間の利 用） 

２ 幼稚園の預かり保育 

（上記 1 の通常の就園 に加え、就 園

時 間を 延 長 し て預 か る 事 業(定 期的 な

利用)）  

３ 認可保育園 

４ 認定こども園  

５ 家庭的保育者（保育ママ）  

６ 事業所内保育施設  

７ 認証保育所  

８ 定期利用保育事業 

９ その他の認可外の保育施設 

10 居宅訪問型保育（ベビーシッ ターなど）

11 ファミリー・サポート・センター 

（地域住民 が子どもを 預かる事業 ）  

12 その他（           ） 

 

 

問 14‐2 利用している事業の決め手となった理由は何ですか。（○は２つまで） 

１ 自宅からの距離が近い 

２ 教育・保育の内容や方針が合う 

３ 教員・保育者の印象が良い 

４ 保育時間が利用希望に合う 

５ 利用料金が適切である 

６ 利用する駅や職場からの距離が近い

７ 給食がある 

８ 通園バスがある 

９ 周囲の子が通っている 

10 やむを得なくそこを利用している 

11 その他（           ）

 

 

問14-3 平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、どのくらい利用していますか。

また、希望としてはどのくらい利用したいですか。時間帯は24時間制でご記入ください。 

（１）現在の利用状況 

週  日  １日当たり   時間 時間帯   時～   時

 

  （２）今後の利用希望 

週  日  １日当たり   時間 時間帯   時～   時

 

 

問 14-4 現在利用している園等の場所はどちらですか。（○は１つ） 

１ 町田市内 ２ 町田市外 
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問 14-5 現在、園等を利用されている理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１ 経済的な理由で就労が必要 

２ 生きがいとして就労し続けたい 

３ 育児休業が取れない、または、とりにくい 

４ 休職中である 

５ 家族・親族などを介護しなければならない 

６ 病気や障がいがある 

７ 学生である、または、就学したい 

８ 子育ての不安や負担を軽減したい 

９ 集団で行う教育・保育が、子どもの成長にとって望ましい 

10 個別で行う教育・保育が、子どもの成長にとって望ましい 

11 まわりに子どもの世話をしてくれる人がいない 

12 その他（                          ） 

【 次 は 問 15へ 進 ん で く だ さ い 】  

 

《問 14 で「２ 利用していない」とお答えの方にうかがいます》 

問 14-6 現在、園等を利用していない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１ （子どもの教育や発達のため、子どもの母親か父親が就労していないなどの 

理由で）利用する必要がない 

２ 子どもの祖父母や親戚の人がみている 

３ 近所の人や父母の友人・知人がみている 

４ 利用したいが、保育・教育の事業に空きがない 

５ 利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない 

６ 利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

７ 利用したいが、事業の質や場所など納得できる事業がない 

８ 子どもがまだ小さいため（  歳くらいになったら利用しようと考えている）

９ その他（                          ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

― 7 ― 

［すべての方にうかがいます］ 

 

問１５ 現在、利用している、利用していないにかかわらず、あて名のお子さんが平日に定期利用す

るものとして、今後も利用を続けたい、もしくは、新たに利用したいものはどれですか。 

（○はいくつでも） 

【事 業】 【利 用 料】 

幼 稚 園  １ 

 
保 護 者 の就 労 の有 無 に関 わらず、おおむね 3 歳 から就 学 前 児 童 に対 し、14 時

頃 までの幼 児 教 育 を行 う施 設  

約 21,000 円 ～64,350 円 /月  

町 田 市 内 施 設 の 4 歳 児 のものを参 考  

幼 稚 園 の預 かり保 育  
２ 

通 常 の教 育 時 間 を延 長 して預 かる事 業  
施 設 により異 なります 

認 可 保 育 園  
３ 就 労 等 の理 由 で保 護 者 が保 育 できない場 合 に、おおむね 0 歳 から就 学 前 の

児 童 を保 育 する都 道 府 県 知 事 の認 可 を受 けた施 設  

0 円 ～53,800 円 /月  

世 帯 収 入 や児 童 年 齢 により異 なります 

認 定 こども園  
４ 幼 稚 園 と保 育 園 の機 能 を併 せ持 つ施 設 で、おおむね 0 歳 から就 学 前 の児 童

に保 育 園 の時 間 帯 （おおむね 7 時 から 18 時 ）で保 育 ・幼 児 教 育 を行 う施 設  

0～2 歳 は認 可 保 育 所 と同 じもしくは、施 設 に

よります 

3～5 歳 は各 施 設 によります 

延 長 保 育  
５ 通 常 保 育 時 間 （7 時 から 18 時 までの 11 時 間 ）に加 え、18 時 以 降 の保 育 を行

う事 業  

600 円 ～2,940 円 /日  

3,000 円 ～14,700 円 /月  

施 設 により時 間 ・料 金 が異 なります 

子 ども・子 育 て支 援 新 制 度 における小 規 模な保 育 施 設  
６ 国 が定 める最 低 基 準 に適 合 した施 設 で市 町 村 の認 可 を受 けた定 員 20 名 未

満 の認 可 外 保 育 施 設  

町 田 市 内 にはありません 

家 庭 的 保 育 者（保 育ママ） 
７ 町 田 市 より委 託 を受 けた保 育 者 が、家 庭 等 で５人 以 下 の子 どもを家 庭 的 な雰

囲 気 の中 で保 育 するもの 

42 ,000 円 /月  

町 田 市 より、15,000 円 /月 、保 護 者 補 助 金 が

あります 

事 業 所 内 保 育 施 設  
８ 

企 業 が主 に従 業 員 用 に運 営 する保 育 施 設  
施 設 により異 なります 

認 証 保 育 所  
９ 就 労 等 の理 由 で保 護 者 が保 育 できない場 合 に、0 歳 より就 学 前 の児 童 を保

育 する、東 京 都 が認 証 した認 可 外 保 育 施 設  

約 40,000 円 ～89,000 円 /月  

町 田 市 より 15,000 円 /月 、保 護 者 補 助 金 があ

ります 

その他 の認 可 外 施 設  
10 

 
 

居 宅 訪 問 型 保 育  
11 

ベビーシッターのような保 育 者 が子 どもの家 庭 で保 育 するもの 
事 業 者 により異 なります 

ファミリー・サポート・センター 
12 

ファミリー・サポート・センターに登 録 している地 域 住 民 が子 どもを預 かるもの 
700 円 ～900 円 /1 時 間  

定 期 利 用 保 育 事 業  

13 認 可 保 育 園 の入 所 要 件 には該 当 しない保 護 者 が、複 数 月 にわたり継 続 して

保 育 するもの 

上 限 22,000 円 /月  

施 設 により、上 限 の範 囲 内 で異 なります 

14 その他（                           ） 

15 特 に利 用したいサービスはない 
（→問 16 へ進む） 

 

《問 15 で「１」～「13」のいずれかをお答えの方にうかがいます》 

問 15-1 利用したい事業等の場所はどちらですか。（○は１つ） 

１ 町田市内 ２ 町田市外 
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問15-2 ○を付けた中で一番利用したい事業はどれか番号をお答えください。 

一番利用したい事業の番号  

 

 

問 15-3 一番利用したい事業はどの交通手段であれば利用したいと思いますか。 

（○はいくつでも） 

１ 徒 歩 

２ 自転車 

３ 通園バス 

４ 自家用車 

５ 路線バス 

６ 電 車 

 

問15-4 一番利用したい事業の決め手となった理由は何ですか。 

（○はいくつでも） 

１ 自宅からの距離が近い 

２ 教育・保育の内容や方針が合う 

３ 教員・保育者の印象が良い 

４ 保育時間が利用希望に合う 

５ 利用料金が適切である 

６ 利用する駅や職場からの距離が近い 

７ 給食がある 

８ 通園バスがある 

９ 周囲の子が通っている 

10 園庭がある 

11 その他 

（             ） 
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あて名のお子さんの子育て支援事業の利用状況等についてうかがいます 

 
問１６ あて名のお子さんは、現 在 、市 内の認 可 保 育園や地 域 子育てセンターが実 施している「子

育てひろば事業」（親子が集まって過ごしたり、相談をしたり、情報提供を受けたりする場）を

利用していますか。また、おおよその利用回数（頻度）を数字でご記入ください。 

1 子育ひろば事業（親子が集まって過ごしたり、相談をする場）  

１週当たり  回  もしくは １か月当たり   回程度 

      

もしくは １年あたり    回程度 

          
２ 利用していない 

 

 

問１７ 問 16 のような子育てひろば事業について、利用日数を増やしたい、あるいは、今は利用して

いないが、できれば今後利用したいと思いますか。また、おおよその利用希望回数（頻度）を

数字でご記入ください。（○は１つ） 

１ 利用していないが、今後利用したい  

１週当たり  回  もしくは １か月当たり   回程度 

      

もしくは １年あたり    回程度 

          
２ すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 

１週あたり  回  もしくは １か月あたり    

         

もしくは １年当たり    回程度 

         
３ 新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない  
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問１８ 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利用したいと思

うものをお答えください。①～⑨の事 業ごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについて、「はい」「いいえ」

のいずれかに○をつけてください。 

 

A 
知 っ て い る  

B 
こ れ ま で に 利 用

し た こ と が あ る  

C 
今 後 利 用  
し た い  

事  業  名  

１  

は い  

２  

い い え

１  

は い  

２  

い い え  

１  

は い  

２  

い い え

〔記 入 例 〕 

フ ァ ミ リ ー ・ サ ポ ー ト ・ セ ン タ ー 
○1  ２ １ ○2  ○1  ２ 

① 妊 婦 健 康 診 査  １  ２  １  ２  １  ２  

② 健 康 課 ・ 保 健 所 の 相 談  １  ２  １  ２  １  ２  

③ こ ん に ち は 赤 ち ゃ ん 訪 問  １  ２  １  ２  １  ２  

④ 市 が 実 施 す る 両 親 学 級 等 の 育 児 講 座  １  ２  １  ２  １  ２  

⑤ 保 育 園 の 子 育 て ひ ろ ば や 、子 ど も セ ン タ ー ・

子 ど も ク ラ ブ 、 学 童 保 育 ク ラ ブ の 子 育 て 事 業  
１  ２  １  ２  １  ２  

⑥ フ ァ ミ リ ー ・ サ ポ ー ト ・ セ ン タ ー 事 業  １  ２  １  ２  １  ２  

⑦ 子 ど も 家 庭 支 援 セ ン タ ー の 総 合 相 談  １  ２  １  ２  １  ２  

⑧ 教 育 セ ン タ ー の 教 育 相 談  １  ２  １  ２  １  ２  

⑨ 家 庭 教 育 に 関 す る 学 級 ・ 講 座  １  ２  １  ２  １  ２  

※妊婦健康診査とは、妊婦さんの心身の具合や胎児の育ち具合をみるため、医療機関におい

て身体測定や血液・血圧・尿などを検査することです。この健康診査は無料で受けられ、

妊娠届を提出して頂いた妊婦の方に、14回分の妊婦健康診査受診票と1回分の妊婦超音波

検査受診票をお渡ししているものです。 

※こんにちは赤ちゃん訪問とは、保健師が子どもの生まれた家庭を訪問し、子育て情報の提

供や育児・母の体調の相談等を受け、支援していくものです。 

※子どもセンター・子どもクラブの子育て事業とは、施設開放や乳幼児向けのイベント等を

行っているものです。 

※学童保育クラブの子育て事業とは、施設を利用する小学生がいない時間帯を使って、乳幼

児向けのイベント等を行っているものです。 

※子ども家庭支援センターの総合相談とは、育児不安や育児負担を軽減するため、必要に応

じて各種情報の提供、専門機関やサービスの紹介・調整をし、問題の解決に向けて支援す

るものです。 

※教育センターの教育相談とは、専門のカウンセラーが小学校への就学や教育に関しての相

談を受け、支援していくものです。 

 

問１９ 保育 園や幼稚園が実施するひろばや講座への参加に際し、市のホームページや市の発行

する冊子・チラシを活用していますか。（○は１つ）  

１ 活用している  ２ 活用していない（→問 20 へ進む）  

 

《問 19 で「１ 活用している」とお答えした方にうかがいます》 

問 19-1 具体的に何で情報を得ていますか。（○はいくつでも） 

１ 市のホームページ 

２ ほっとメールまちだ 

３ 広報まちだ 

４ 子育て情報誌のびっこ  

５ 親と子のあそび場情報 

６ 子育てひろばカレンダー 

７ 市が発行する各種案内チラシ 

８ その他（           ）  
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あて名のお子さんの土曜・日曜等の教育・保育事業の利用希望について 

うかがいます 
 

問２０ あて名のお子さんについて、土曜日・日曜日、年末・年始に、定期的な教育・保育の事業の

利用希望（一時的な利用は除く）がありますか。 時間帯は 24 時間制でご記入ください。 

※教育・保育事業とは、幼稚園、保育園、認可外保育施設などの事業を指しますが、親族・

知人による預かりは含みません。 

※日曜日、年末・年始の利用には、一定の利用負担が発生します。 

（１）土曜日（○は１つ） 

１ 利用する必要はない 

２ ほぼ毎週利用したい      利用したい時間帯 

  時から   時まで 

３ 月に１～２回は利用したい 

 

（２）日曜（○は１つ） 

１ 利用する必要はない 

２ ほぼ毎週利用したい      利用したい時間帯 

  時から   時まで 

３ 月に１～２回は利用したい 

 
 

（３）年末（12/29～12/31）（○は１つ） 

１ 利用する必要はない 

２ ほぼ毎年利用したい      利用したい時間帯 

   時から   時まで 

３ 利用してみたいと思う 

 

（４）年始（1/1～1/3）（○は１つ） 

１ 利用する必要はない 

２ ほぼ毎年利用したい      利用したい時間帯 

   時から   時まで 

３ 利用してみたいと思う 

 

《土曜日又は日曜で、「３」とお答えの方にうかがいます》 

問20-1 毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１ 月に数回仕事が入るため 

２ 平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため 

３ 親族の介護や手伝いが必要なため 

４ 息抜きのため 

５ その他（                          ） 
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問２１ 「幼稚園」を利用されている方にうかがいます。 あて名のお子さんについて、夏休み・冬休み

など長期の休暇期間中の教育・保育の事業の利用を希望しますか。希望がある場合は、利

用したい時間帯を 24 時間制でご記入ください。なお、これらの事業の利用には一定の利用

負担が発生します。 

１ 利用する必要はない 

２ 休みの期間中、ほぼ毎日利用したい    利用したい時間帯 

   時から   時まで

３ 休みの期間中、週に数日利用したい 

 

 

《問 21 で「３ 休みの期間中、週に数日利用したい」とお答えの方にうかがいます》 

問 21-1 毎日でなく、たまに利用したい理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１ 週に数回仕事が入るため 

２ 買い物等の用事をまとめて済ませるため 

３ 親族の介護や手伝いが必要なため 

４ 息抜きのため 

５ その他（                             ） 
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あて名のお子さんの病気の際の対応についてうかがいます 

 

［問 22 は、平日、幼稚園や保育園等を利用されている方にうかがいます。該当しない方は問 23 へ

進んでください］ 

 

問２２ この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで幼稚園や保育園等を利用できなかったこと

はありますか。（○は１つ） 

１ あった ２ なかった （→問 23 へ進む）  

 

《問22で「１」とお答えの方にうかがいます》  

  問22-1 どのように対処しましたか。対処された日数もご記入ください 

（半日程度は１日とカウント）。（○はいくつでも） 

１ 母親が休んだ                年間   日 

２ 父親が休んだ                年間   日 

    

３ （同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった 年間   日 

４ 父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた 年間   日 

５ 病児・病後児の保育を利用した        年間   日 

６ ベビーシッターを利用した          年間   日 

７ 仕方なく子どもだけで留守番をさせた      年間    日 

８ その他（                ） 年間    日 

 

 

《問22-１で「１」または「２」とお答えの方におたずねします》 

問 22-2 その際、病児・病後児保育を利用したいと思いましたか。利用したかった日数もご記入く

ださい（半日程度は１日とカウント）。（○は１つ） 

１ できれば利用したかった    → 年間   日  

２ 利用したいとは思わなかった （→問 22-4 へ進む）  

 
 

《問22-2で「１」とお答えの方にうかがいます》 

（→問 22-5 
へ進む） 

問 22-3 病児・病後児保育の望ましい形態はどれですか。（○はいくつでも） 

１ 他の施設（例：幼稚園・保育園等）に併設した施設で子どもを保育する事業 

２ 小児科に併設した施設で子どもを保育する事業（病児・病後児保育施設） 

３ 地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業 

４ その他（                              ）

【 次 は 問 23 へ 進 ん で く だ さ い 】  
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《問22-2で「２」とお答えの方にうかがいます》 

問 22-4 病児・病後児保育を利用したいと思わない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１ 病児・病後児を他人にみてもらうのは不安だから 

２ 施設の場所や利用可能時間、日数などの利便性がよくないから 

３ 利用料がかかる・高い 

４ 利用料がわからないから 

５ 親が仕事を休んで対応できるから 

６ その他（                              ）

【 次 は 問 23 へ 進 ん で く だ さ い 】  

 

［問22-5は、問22-1で「３」から｢８｣のいずれかをお答えの方にうかがいます］ 

 

問22-5 その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んでみたい」と思われましたか。「３」から

「８」の日数のうち、仕事を休んでみたかった日数をご記入ください。（○は１つ） 

１ できれば仕事を休んでみたい 年間   日 （→問 23 へ進む）  

２ 休んでみることは非常に難しい 

 
 

《問22-5で「２」とお答えの方にうかがいます》  

問 22-6 そう思われる理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１ 子どもの看護を理由に休みがとれない 

２ 自営業なので休めない 

３ 休暇日数が足りないので休めない 

４ その他（                              ）
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あて名のお子さんの不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う 

一時預かり等の利用についてうかがいます 

 

問２３ あて名のお子さんについて、親の通院、不定期の就労や私用、リフレッシュ等の目的で不定

期に利用している事業はありますか。1 年間の利用日数（おおよそ）もご記入ください。 

 （○はいくつでも） 

 

  １ 一時預かり               年間  

２ 幼稚園の預かり保育           年間   

日

日 

３ ファミリー・サポート・センター      年間   日 

４ ショートステイ（宿泊保育）       年間   日 

５ トワイライトステイ（夜間保育）      年間   日 

６ ベビーシッター             年間   日 

７ その他（               ）年間   日 

８ 利用していない 

※一時預かりとは、日中、家庭での保育が一時的に困難になった場合、認可保育園等で、一

時的にお子さんをお預かりする事業です。 

 

《問 23 で「８」とお答えの方にうかがいます》 

（→問 24 
 へ進む）  

問 23-1 現在利用していない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１ 特に利用する必要がない 

２ 利用したい預け先が地域にない 

３ 質に不安がある 

４ 利便性（場所や利用可能時間・日数 

など）がよくない 

５ 利用料がかかる・高い  

６ 利用料がわからない  

７ 自分が対象者になるのかどうか 

わからない  

８ 利用方法（手続き等）がわからない  

９ その他（           ）  

 

 

問２４ 私用やリフレッシュ、冠婚葬祭や親の病気、あるいは就労のため、あて名のお子さんの一時

預かりを利用したいと思いますか。利用したい理由ごとに利用希望の日数も（半日程度は、

１日としてカウント）ご記入ください。（○はいくつでも） 

１ 私用（買物、習い事等）やリフレッシュ等で利用したい 年間   日

２ 冠婚葬祭や学校行事、親の病気等で利用したい     年間   日

３ 不定期の就労のために利用したい           年間   日

４ その他（          ）の理由で利用したい  年間   日

年間計   日

５ 利用する必要はない、利用したいと思わない （→問 25 へ進む）  
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《問24で「１」～「４」のいずれかをお答えの方にうかがいます》 

問 24-1 不定期の一時預かりの望ましい形態はどれですか。（○はいくつでも） 

１ 幼稚園・保育園等での一時預かり  

２ 子ども家庭支援センターや地域子育てセンターでの一時預かり 

３ ファミリー・サポート・センターでの一時預かり  

４ その他（                             ）  

 

問２５ この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名のお子さ

んを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つか

らなかった場合も含む）。（○は１つ） 

１ あった ２ なかった （→問26へ進む）  

 

《問25で「１」とお答えの方にうかがいます》 

問25-1 そのときはどうしましたか。また、その日数をご記入ください。（○はいくつでも） 

１ 親族・知人（同居者を含む）にみてもらった 年間計   泊 

    

２ ショートステイを利用した         年間   泊 

３ その他の保育サービスを利用した 
（認可外保育施設、ベビーシッター等）    

  
泊 

４ 仕方なく子どもを同行させた        年間   泊 

５ 仕方なく子どもだけで留守番をさせた    年間   泊 

６ その他（               ） 年間   泊 

 
 

《問 25-1 で「１」とお答えの方にうかがいます》 

年間 

（→問 26 
 へ進む） 

問 25-2 その場合の困難度はどの程度でしたか。（○は１つ） 

１ 非常に困難 

２ どちらかというと困難 

３ 特に困難ではない  
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あて名のお子さんが小学生になったときの 

放課後の過ごし方についてうかがいます 

 

問２６ あて名のお子さんが、小学校にあがったとき、放課後（平日の授業終了後）の時間をどのよ

うな場所で過ごさせたいですか。その希望日数をご記入ください。また、「学童保育クラブ」の

場合は、希望する時間を 24 時間制で記入してください。（○はいくつでも） 

 

（注）子どもセンター・子どもクラブにある学童保育クラブを利用する場合は「６」に回答 

 

１ 自宅                     週  日くらい 

２ 祖父母宅や友人・知人宅            週  日くらい 

３ 習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）週  日くらい 

４ 子どもセンター・子どもクラブ         週  日くらい 

５ 放課後子ども教室（まちとも、地域子ども教室） 週  日くらい 
   

６ 学童保育クラブ                週  日くらい 
   

→下校時から   時まで 
   

７ ファミリー・サポート・センター        週  日くらい 

８ その他（図書館、公園など）          週  日くらい 

 

 

※「子どもセンター・子どもクラブ」とは、18歳までの青少年を対象とした施設で、子ど

もたちの遊び、成長、発達の拠点として様々な活動をしています。 

※「まちとも」とは、放課後に小学校の校庭や体育館を、小学生の自由な遊び場として提供

する事業です。 

※「地域子ども教室」とは、地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校で学習・スポ

ーツ・文化芸術活動などを体験する取り組みです。保護者の就労の有無に関わらず、すべ

ての小学生が利用できます。 

※「学童保育クラブ」とは、保護者が就労等により、昼間家庭にいない児童（市内に在住す

る小学校1年生から3年生）を預かり、適切な遊び及び生活の場を提供し、その健全な育

成を図るところです。（利用料は、育成料・おやつ代・延長料金を含めると1人月額最大

10,000円となります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

問２７ あて名 のお子 さんが、小 学 校 高 学 年 （４～６年 生）になったら、放 課 後（平 日 の小 学 校 終 了

後）の時間をどのような場所で過ごさせたいですか。 その希望日数をご記入ください。また、

「学童保育クラブ」の場合は、利用する時間帯を 24 時間制で記入してください。 

（○はいくつでも） 

 ※だいぶ先のことになりますが、現在お持ちのイメージでお答えください。 

１ 自宅                     週  日くらい 

２ 祖父母宅や友人・知人宅            週  日くらい 

３ 習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）週  日くらい 

４ 子どもセンター・子どもクラブ         週  日くらい 

５ 放課後子ども教室（まちとも、地域子ども教室） 週  日くらい 
   

６ 学童保育クラブ                週  日くらい 
   

→下校時から   時まで 
   

７ ファミリー・サポート・センター        週  日くらい 

８ その他（図書館、公園など）          週  日くらい 

※子どもセンター・子どもクラブにある学童保育クラブを利用する場合は「６」に回答 
【 学 童 保 育 ク ラ ブ 以 外 を お 答 え の 方 は 問 29へ 進 ん で く だ さ い 】 

 

《問26または問27で「６」とお答えの方にうかがいます》 

問２８ あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、学童保育クラブの利用希望はありま

すか。時間帯は24時間制でご記入ください。（○は１つ） 

（１）土曜日 

１ 低学年（1～3年生）の間は利用したい      利用したい時間帯 

  時から   時まで

２ 高学年（4～6年生）になっても利用したい 

３ 利用する必要はない 
 

（２）日曜・祝日 

１ 低学年（1～3年生）の間は利用したい      利用したい時間帯 

  時から   時まで

２ 高学年（4～6年生）になっても利用したい 

３ 利用する必要はない 
 
 
問２９ あて名 のお子さんについて、夏 休み・冬 休みなどの長 期 休 暇 中 に、学 童 保 育 クラブの利用

希望はありますか。時間帯は 24 時間制でご記入ください。（○は１つ） 

１ 低学年（1～3年生）の間は利用したい      利用したい時間帯 

  時から   時まで

２ 高学年（4～6年生）になっても利用したい 

３ 利用する必要はない 
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育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度についてうかがいます 

 
問３０ あて名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。

「２ 取得した（取得中である）」場合は、取得期間をお答えください。また、「３ 取得していな

い」場合は、その理由を下表からあてはまるものを選び番号で（いくつでも）お答えください。 

母 親（○は１つ） 父 親（○は１つ） 

１ 働いていなかった 

２ 取得した（取得中である） 

→取得期間（   ）か月 

３ 取得していない 

 
 
 
 

１ 働いていなかった 

２ 取得した（取得中である） 

→取得期間（   ）か月 

３ 取得していない 

 
 
 
 

 
（いくつでも）    （いくつでも） 

１ 職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２ 仕事が忙しかった 

３ （産休後に）仕事に早く復帰したかった 

４ 仕事に戻るのが難しそうだった 

５ 昇給・昇格などが遅れそうだった 

６ 収入減となり、経済的に苦しくなる 

７ 保育園などに預けることができた 

８ 配偶者が育児休業制度を利用した 

９ 配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

10 子育てや家事に専念するため退職した 

11 職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

12 有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

13 育児休業を取得できることを知らなかった 

14 産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した 

15 その他（                               ）

そ の 理 由 を 下 か ら 番 号 を 選 ん で 記 入 そ の 理 由 を 下 か ら 番 号 を 選 ん で 記 入  

 

問 30-1 子どもが原則１歳になるまで育児休業給付が支給される仕組み、子どもが満３歳になる

までの育 児 休 業 等 の期 間 について、健 康 保 険 及 び厚 生 年 金 保 険 の保 険 料が免 除 に

なる仕組みがありますが、そのことをご存じでしたか。（○は１つ） 

１ 育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた 

２ 育児休業給付のみ知っていた 

３ 保険料免除のみ知っていた 

４ 育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった 
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［問 30-2 は、問 30 で「２ 取得した（取得中である）」とお答えの方にうかがいます。該当しない方は

問 31 へ進んでください。］ 

 

問 30-2 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。 

母 親（○は１つ） 父 親（○は１つ） 

１ 育児休業取得後、職場に復帰した 

２ 現在も育児休業中である 

３ 育児休業中に退職した 

１ 育児休業取得後、職場に復帰した 

２ 現在も育児休業中である 

３ 育児休業中に退職した 

【 「 2」 と お 答 え の 方 は 問 30-8 へ 、 「 3」 と お 答 え の 方 は 問 31 へ そ れ ぞ れ 進 ん で く だ さ い 】 

 

《問 30-2 で「1」とお答えの方にうかがいます》 

問30-3 育 児 休 業から職 場に復 帰 したのは、年 度 初めの保 育 園 入 園に合わせたタイミングでし

たか。あるいはそれ以外でしたか。  

※年度初めでの認可保育園入園を希望して、１月～２月頃復帰して一時的に認可外保育施設

に入所した場合なども「1」にあてはまります。また、年度初めでの入園を希望して復帰したが、

実際には希望する保育園に入園できなかったという場合も「1」を選択してください。 

母 親（○は１つ） 父 親（○は１つ） 

１ 年度初めの入園に合わせた 

タイミングだった  

２ それ以外だった →（  ）月復帰

１ 年度初めの入園に合わせた 

タイミングだった  

２ それ以外だった →（  ）月復帰

 

問30-4 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何か月のときに職場復帰しましたか。また、

勤務先の育児休業の制度の期間内で、何歳何か月のときまで取りたかったですか。さ

らに、勤務先に３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」としてお子さんが

何歳何か月のときまで取りたかったですか。数字でご記入ください。 

 母 親  父 親 

①制度上の最大 
取得可能期間 

 歳  か月   歳  か月

②実際の取得期間 
 
 

歳  か月   歳  か月

③希望 
 
 

歳  か月   歳  か月

④会社の制度が３歳 
まであった場合 

 歳  か月   歳  か月

 
 

［問 30-5 は、問 30-4 で実際の取得期間と希望が異なる方にうかがいます］ 

 

問 30-5 希望の時期に職場復帰しなかった理由は何ですか。 

（１）「希望」より早く復帰した方 

母 親（○はいくつでも） 父 親（○はいくつでも） 

１ 希望する保育所に入るため 

２ 配偶者や家族の希望があったため 

３ 経済的な理由で早く復帰する 

必要があった 

４ 人事異動や業務の節目の時期に 

合わせるため 

５ その他（          ） 

１ 希望する保育所に入るため 

２ 配偶者や家族の希望があったため 

３ 経済的な理由で早く復帰する 

必要があった 

４ 人事異動や業務の節目の時期に 

合わせるため 

５ その他（          ） 

 



 

― 21 ― 

（２）「希望」より遅く復帰した方 

母 親（○はいくつでも） 父 親（○はいくつでも） 

１ 希望する保育園に入れなかったため

２ 自分や子どもなどの体調が 

思わしくなかったため 

３ 配偶者や家族の希望があったため 

４ 職場の受け入れ態勢が整って 

いなかったため 

５ 子どもをみてくれる人が 

いなかったため 

６ その他（           ）

１ 希望する保育園に入れなかったため

２ 自分や子どもなどの体調が 

思わしくなかったため 

３ 配偶者や家族の希望があったため 

４ 職場の受け入れ態勢が整って 

いなかったため 

５ 子どもをみてくれる人が 

いなかったため 

６ その他（           ）

 

［問 30-6 は、問 30-2 で「１ 育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうかがいます］ 

 

問 30-6 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。 

母 親（○はいくつでも） 父 親（○はいくつでも） 

１ 利用する必要がなかった 

（フルタイムで働きたかった、もとも

と短時間勤務だった） 

２ 利用した 

３ 利用したかったが、利用しなかった

（利用できなかった） 

１ 利用する必要がなかった 

（フルタイムで働きたかった、もとも

と短時間勤務だった） 

２ 利用した 

３ 利用したかったが、利用しなかった

（利用できなかった） 

【 「 1」 ま た は 「 2」 と お 答 え の 方 は 問 31 へ 進 ん で く だ さ い 】  

 

《問 30-6 で「３」とお答えの方にうかがいます》 

問 30-7 短時間勤務制度を利用しなかった理由は何ですか。 

（１）母親（○はいくつでも） 

１ 職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった 

２ 仕事が忙しかった 

３ 短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくなる 

４ 短時間勤務にすると保育園の入園申請の優先順位が下がる 

５ 配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した 

６ 配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった

７ 子育てや家事に専念するため退職した 

８ 職場に短時間勤務制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

９ 短時間勤務制度を利用できることを知らなかった 

10 その他（                              ）

（２）父親（○はいくつでも） 

１ 職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった 

２ 仕事が忙しかった 

３ 短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくなる 

４ 短時間勤務にすると保育園の入園申請の優先順位が下がる 

５ 配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した 

６ 配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった

７ 子育てや家事に専念するため退職した 

８ 職場に短時間勤務制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

９ 短時間勤務制度を利用できることを知らなかった 

10 その他（                              ）
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［問 30-8 は、問 30-2 で「２ 現在も育児休業中である」とお答えの方にうかがいます］ 

 

問 30-8 あて名のお子さんが 1 歳になったときに必ず利用できる制度があれば、1 歳になるまで

育児休業を取得しますか。または、預けられる制度があっても 1 歳になる前に復帰しま

すか。 

母 親（○は１つ） 父 親（○は１つ） 

１ １歳になるまで育児休業を 

取得したい 

２ １歳になる前に復帰したい 

１ １歳になるまで育児休業を 

取得したい 

２ １歳になる前に復帰したい 

 

問３１ 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、

ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査にご協力いただき誠にありがとうございました。 

 

記入もれがないかもう一度お確かめのうえ、同封の返信用封筒（切手は不要です）に入

れて、 ●月●日（○）までに お近くのポストに投函してください。 

 


